
平

成

二

十

九

年

五

月

十

日

参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

政
府
は
、
帰
還
困
難
区
域
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
長
い
年
月
を
要
す
る
と
し
て
も
、
将
来
的
に
帰
還
困
難
区
域
の
全
て
を

避
難
指
示
解
除
し
、
復
興
・
再
生
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
の
決
意
を
表
明
し
た
以
上
、
年
間
積
算
線
量
二
十
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
達
成
し
た
上
で
の
帰
還
困
難
区
域
の
全
て
の
避
難
指
示
解
除
の
実
現
に
向
け
て
は
、
被
災
自
治
体
の
意

向
を
十
分
に
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
以
外
の
帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
除
染
費
用
の
負
担
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
議
論
に
よ
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

二

除
染
を
含
む
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
整
備
を
国
の
負
担
の
下
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

三

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
拠
点
区
域
の
柔
軟
な
設
定
を
認
め
る
な
ど
、
市
町
村
の
実
態
を
踏
ま

え
た
運
用
を
図
っ
た
上
で
、
拠
点
整
備
の
前
提
と
な
る
除
染
及
び
廃
棄
物
の
処
理
等
を
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ

と
。
ま
た
、
拠
点
整
備
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
、
計
画
策
定
段
階
か
ら
市
町
村
を
支
援
し
、
国
に
よ
る
事
業
代
行
制
度
の
活

用
を
十
分
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
事
業
者
が
課
税
の
特
例
等
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

四

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
等
の
除
染
等
に
お
い
て
、
除
去
土
壌
等
を
飛
散
さ
せ
る
な
ど
の
不
適
正
な
作
業
が
行
わ
れ
る
こ



と
が
な
い
よ
う
、
監
視
・
監
督
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
除
染
等
の
措
置
に
係
る
業
務
の
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
反
社

会
的
勢
力
の
介
入
や
談
合
な
ど
の
不
適
切
な
入
札
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

五

避
難
指
示
解
除
は
復
興
の
出
発
点
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
早
期
全
線
復
旧
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
設
を

含
む
常
磐
自
動
車
道
四
車
線
化
の
早
期
実
現
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
地
域
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
人
材
確
保
、
魅
力
あ
る

教
育
環
境
な
ど
、
帰
還
す
る
住
民
に
不
可
欠
と
な
る
生
活
環
境
の
整
備
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
避
難
指
示
解
除
後
に
生

じ
る
新
た
な
課
題
に
も
迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
原
子
力
被
災
十
二
市
町
村
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
を

確
保
し
て
児
童
生
徒
も
含
め
た
住
民
の
円
滑
な
帰
還
に
つ
な
げ
る
た
め
、
交
通
事
業
者
の
安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
福
島
の
復
興
再
生
の
前
提
で
あ
る
、
中
間
貯
蔵
施
設
及
び
特
定
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
事

業
に
つ
い
て
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

六

原
子
力
被
災
十
二
市
町
村
の
事
業
・
生
業
の
再
建
及
び
営
農
再
開
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
法
定
化
さ
れ
る
公
益
社
団
法

人
福
島
相
双
復
興
推
進
機
構
を
通
じ
て
福
島
県
や
市
町
村
等
と
連
携
し
な
が
ら
一
層
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
原
子
力
被
災

十
二
市
町
村
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を
促
す
な
ど
、
市
町
村
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
。

七

浜
通
り
地
域
の
再
生
の
た
め
の
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
の
具
体
化
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
全
体
で

の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
国
・
県
及
び
産
学
官
の
連
携
推
進
、
地
元
企
業
の
参
画
促
進
、
国
内
外
の
専
門
家

の
受
入
れ
並
び
に
人
材
育
成
な
ど
の
各
種
取
組
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
産
業
界
、
学
術
機
関
等
へ
の
周
知
や
協

力
要
請
、
財
政
上
の
措
置
を
含
め
総
合
的
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八

根
強
く
残
る
福
島
県
産
農
林
水
産
物
の
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
、
国
が
行
う
流
通
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
福
島
県
や
地
元

関
係
団
体
等
と
緊
密
に
連
携
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
生
産
か
ら
流
通
、



消
費
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
な
対
策
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
が
経
過
し
、
未
曽
有
の

複
合
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
福
島
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
必
要
な
施
策
を
継
続
的
に
講
ず
る
こ
と
。

九

震
災
か
ら
六
年
た
っ
た
今
、
改
め
て
放
射
線
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
正
確
で
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
理
解
の
促
進
が
重

要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
総
点
検
し
つ
つ
、
風
評
被
害
の
払
拭
や
い
じ
め
防
止
な
ど
に
も
資
す
る
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
対
策
を
抜
本
強
化
す
る
こ
と
。

十

福
島
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
い
じ
め
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
必
要
な

対
策
を
速
や
か
に
講
ず
る
と
と
も
に
、
全
国
的
な
放
射
線
教
育
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
み
な
ら

ず
原
発
事
故
避
難
者
全
て
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
払
拭
を
徹
底
す
る
こ
と
。

十
一

「
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者

の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
第
一
条
及
び
文
部
科
学
省
作
成
の
放
射
線
副
読
本
に
お
い
て
示
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
放
射
線
が
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
い
て
科
学
的
に
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
前
項
の
実
施
並
び
に
各
国
の
最
新
の
研
究
結
果
の
把
握
及
び
県
民
健
康
調
査
な
ど
福
島
で
の
健
康
影
響
に
関
す
る
調
査

を
継
続
的
に
行
う
こ
と
。

十
二

福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
を
変
更
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
き
、
こ
れ
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

と
る
こ
と
。

十
三

原
子
力
災
害
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
生
じ
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
た
め
、
長

期
か
つ
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
な
お
約
八
万
人
が
避
難
し
て
い
る
福
島
の
状
況
を
踏
ま
え
、
被
災
三
県

の
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
間
に
お
け
る
連
携
強
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な
心
の
ケ
ア
の
充
実
強
化
に
努
め
る
こ
と
。



十
四

避
難
指
示
区
域
外
か
ら
避
難
を
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
自
主
避
難
者
に
対
し
て
は
、
「
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被

災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
、
帰
還
に
つ
い
て
の
選
択
を
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

適
切
に
支
援
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も
住
宅
の
確
保
に
係
る
支
援
な
ど
を

適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と
。

十
五

被
災
自
治
体
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
中
で
、
避
難
指
示
解
除
後
の
本
格
復
興
の
推
進
に
当
た
り
業

務
量
が
更
に
増
え
る
こ
と
か
ら
、
被
災
自
治
体
の
人
的
資
源
確
保
へ
の
支
援
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
。

十
六

住
民
の
長
期
避
難
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
被
害
が
更
に
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
即
し
た
鳥

獣
被
害
対
策
を
よ
り
一
層
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

十
七

福
島
県
で
の
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
開
催
を
始
め
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
お
け
る
取
組
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
復
興
の
更
な
る
加
速
化
を
図
る
こ
と
。

十
八

復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る
復
興
施
策
の
推
進
及
び
支
援
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
会
計
検
査

院
が
実
施
し
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
等
に
対
す
る
事
業
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
会
計
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

経
済
性
及
び
効
率
性
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
、
適
切
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
復
興
庁
が
設
置
期
限
を
迎
え
る
平
成

三
十
二
年
度
末
以
降
に
お
い
て
も
、
復
興
に
係
る
適
切
な
予
算
の
確
保
や
施
策
の
実
施
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、
支
援
体
制
の

在
り
方
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


